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ファン心理の構造
(1)ファン心理とファン行動の分類
小城英子
問題
有名人・スター・アイドルとは、受け手にとってテレビや雑誌などのメデ
イアを介してしか出会うことができない人々であり、 メディアを介して「有
名性」 （石田, 1998,p.51)という価値が付与され、人気を形成していく（藤
竹, 1984)。本研究では、ファン心理が対人魅力の中でもマス・メディアを介
した「擬似的な交流関係」 (McQuail,Blumler&Brown,1972)の特徴を持つ
ことに着目し、ファン対象を「直接的なコミュニケーションを持たず、主に
マス・メディアを介して知り得るタレント ・アーティスト （広義にスポーツ選
手や伝統芸能家、著述家なども含む)」と定義する。
ファン心理に関する先行研究は、美空ひばりや吉永小百合、山口百恵、松
田聖子といった特定のスターを時代背景と共に読み解いたり （小倉, 1989;
市川, 2002)、アイドル論やポップカルチヤー、スポーツファンなど、社会学
や文化論の文脈で議論されることが多かった（稲増, 1989;小川,1988;
1993；杉本，1997)。心理学の分野では、「阪神タイガースのファン気質に関
する研究（1）」 （広沢・田中， 1986）・ 「阪神フイーバー現象の分析」 （広沢，
1989)、「ユーミン現象」 （中村, 1994)、「小田和正フアンの心理」 （上野・渡
辺, 1994)、「タカラヅカフアン」 （上瀬, 1994)、「大相撲ブーム」 （上瀬・亀
山， 1994）などがある。
いずれの先行研究も、 「阪神タイガース」や「松田聖子」といった特定の対
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象に特化したケーススタディであり、対象に固有の特徴や現象を含んでいる
ため、得られた知見はケースに限定される。小城（2002）は、特定のケース
を超えた、ファン心理の一般的な特徴をとらえることを目的として、大学生
を対象にファン心理に関する自由記述形式の調査を行い、ファン心理が、 『作
品の評価』 『本人への好意』 『流行意識』の3側面に分類されるという井上・
松井(1998)の指摘に基づいて、回答を質的に分析した。その結果、ファン
心理は、 『作品の評価』 『本人への好意』 『流行意識』におおよそ分類されるが、
『本人への好意』が「好意』と『擬似恋愛感情』などの下位側面を持つことや、
ファン対象の職業によってもファン心理が異なることが示唆された。本研究
では、小城（2002）に基づき、質問紙調査による量的データを収集し、ファ
ン心理とファン行動を分類することを目的とする。
方法
調査時期2001年11～12月
調査対象大学生549名（男性254名、女性295名、平均年齢19.7歳）
調査方法個別配布個別回収形式の質問紙調査
調査内容「もっとも好きなタレントやアーティスト （スポーツ選手や作家
を含む)」をAとして具体名を記述してもらい、Aの職業（｢ミュージシャ
ン」「スポーツ選手」 「俳優」 「アイドル」 「お笑いタレント」 「作家・エッセ
イスト」「漫画家」「声優」「画家・イラストレーター」「その他｣、複数回答)、
Aの性別（男性・女性・男女混合）を選択させた。次に、Aに対する意識
や行動を尋ねる質問項目計95項目について、「よくあてはまる」 （5点）～
｢まったくあてはまらない」 （1点）の5件法で尋ねた。質問項目は、小城
(2002）を基盤として、「Lee'sLoveTypeScale2ndversion｣(松井・木
賊・立澤・大久保・大前・岡村・米田， 1990)、「日本版Love-Liking尺度」
(藤原・黒川・秋月， 1983）などを参照して独自に作成した。フェイス項目
は、性別と年齢であった。
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結果と考察
1 ． ファン対象
ファン対象として挙げられたのは、 『ミュージシャン』56.1%、『スポーツ選
手』 16.5％、「俳優』 ll.8%、『アイドル』7.8%、『作家・エッセイスト」 『お笑
いタレント』各2.4%、『漫画家』 l.6%、『声優』 l.1%『画家・イラストレータ
ー』0.7％、「その他』2.7％であった（複数回答を含む)。また、フアン対象の
性別は、男性414名(75.3%)、女性113名(20.5%)、男女混合は21名(3.8%)
であった。
具体的に挙げられた『ミュージシャン』は、 「Mr.CMdren｣25件、「B'z」
15件、「ゆず」 12件、「浜崎あゆみ」 10件、「aiko」「DreamsComeTrue」各
9件、 「L'Arc～e､～Ciel」「ポルノグラフイテイ」各7件、 「BUMPOF
CHICKEN」「CHEMISTRY」「GLAY」各6件、宇多田ヒカル」「椎名林檎」
｢スピッツ」各5件、「ビートルズ」 「矢井田瞳」 「福山雅治」 「山崎まさよし」
｢Cocco」各4件、「CHAGE&ASKA」「Gackt」倉木麻衣」 「XJAPAN」「サ
ザンオールスターズ」 「BlankyJetCity」「平井堅」「Misia」各3件などであっ
た（グループの場合は、個人名が挙げられたものと合計した。以下同じ)。
『スポーツ選手』は、 「イチロー」 「中田英寿」各9件、 「阪神タイガース」
8件、 「中村俊輔」 4件、 「サッカー日本代表」 「稲本潤一」 「三浦知良」各3
件、 「読売ジャイアンツ」 「広島東洋カーブ」 「鹿島アントラーズ」 「小野伸二」
各2件、その他「福岡ダイエーホークス」「千葉ロッテマリーンズ」「ヤクル
ト ・スワローズ」 「西武ライオンズ」 「サッカーポルトガル代表」などであっ
た。
「俳優』では、 「窪塚洋介」 7件、 「藤木直人」 6件、 「伊藤英明」「渡部篤郎」
各4件、 「浅野忠信」 3件、 「大沢たかお」 「田中麗奈」各2件、その他「竹中
融雪削鮒置騎熊鰯鷺嘩零蝉雫彗
ヤッキー・チェン」 「ブラッド・ピット」「レオナルド・ディカプリオ」など
であった。
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「アイドル』では、 「kinkikids｣9件、 「モーニング娘｡」 8件、 「SMAP」
6件、 「加藤あい」 「長谷川京子」 2件、その他「嵐」「井川遥」 「長瀬智也」
｢滝沢秀明」 「松浦亜弥」 「佐藤江梨子」などが挙げられた。
『お笑いタレント』では、 「ダウンタウン」4件、 「ナインテイナイン」 2件、
｢極楽トンボ」「ココリコ」各1件など、『作家・エッセイスト』では「遠藤周
作」 「宮部みゆき」など、 『漫画家』では「矢沢あい」 「岸本正史」 「さくらも
もこ」など、 『声優』では「林原めぐみ」 「椎名へきる」「堀江由衣」 「子安武
人」などが挙げられた。
関西大学社会学部社会調査室（1988）が中学生・高校生・大学生を対象に
行ったアイドル意識調査、小城（2002）の行った自由記述形式の調査のいず
れにおいても、具体的に挙げられたファン対象は、職業の呼称が変化してい
るものの、主には音楽活動を中心とした『ミュージシャン』が過半数を占め、
次いで『スポーツ選手』 「俳優』 「お笑いタレント』が続く傾向が共通してい
る。
『ミュージシャンが』多いのは、小城（2002）でも指摘しているように、回
答者の大学生にとって音楽がもっとも身近な娯楽であることを反映している
と考えられる。一方、 80年代との相違点は、専門を持たず、音楽以外にもド
ラマやバラエティなどあらゆるジャンルで活動する、作られた「アイドル
(偶像)」から、自ら作詞作曲して歌い、活動全体のプロデュースも手がける
｢アーティスト」の色合いが濃くなり、俳優業などと併行せず、音楽活動に専
念するケースが多くなっていることである。
2． ファン心理の分類
ファン心理75項目について因子分析を行い（主因子法、Promax回転)、固
有値を参考に8因子構造と判断した(Tablel)。
第1因子は、 「Aの作品（音楽・本・演技・プレーなど）は心に残る」「A
の作品のレベルは高いと思う」 「Aの作品に感動した」などの『作品の評価』、
第2因子は「気がつくといつもAのことを考えている」「Aに対する気持ちは、
恋愛感情に近い」 「Aが誰かと付き合っているのではと疑うと落ちついていら
れない」 「Aのためなら、どんなことでも我慢できる」などの強い依存・恋
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Tablel.ファン心理の因子分析因子負荷行列（主因子法、Promax回転）
流行へ
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Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)は心に残る。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)は
レベルが高いと思う。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)の世界に
引き込まれる。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)に感動した。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)は芸術だと思う。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)は
私にパワーをくれる。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)を見たり
聴いたり読んだりすると､ますます引きつけられる。
実は､Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)は、
下手だと思っている。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)は共感できる。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)は、
プロの仕事だと思う。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)には
飽きることがない。
落ちこんだ時にAの作品(音楽･本･演技･プレーなど）
を見たり聴いたり読んだりすると､励まされる。
Aはとてもセンスがいいと思う。
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気がつくと､いつもAのことを考えている。
Aに対する気持ちは､恋愛感情に近い。
Aのためなら､どんなことでも我慢できる。
Aなしで過ごすのはつらい。
Aのことを思うと､ドキドキする。
Aのために､自分にできることがあれば、
何でもしてあげたい。
Aが誰かと付き合っているのではと疑うと
落ちついていられない。
Aは､私の生活の一部になっている。
Aのことなら､どんなことでも許せる。
私にとって､Aの存在はとても大きい。
他のﾌｧﾝよりも､Aを思う気持ちは強い。
Aの恋人になれるものならなりたい。
Aに熱愛が発覚したらショックだ。
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Aはスタイルがいいと思う。
Aの容姿はバランスがとれていると思う。
Aの外見は､私にとって､とても魅力的だ。
Aの容姿を見ると､惚れ惚れする。
Aは人に対して思いやりがあると思う。
Aはとても知的だと思う。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)がよくなくても、
Aが好きだ。
A本人よりも､Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど）
に興味がある。
Aの普通なところがいいと思う。
Aの作品(音楽･本･演技･プレーなど)がよければ、
私生活には興味がない。
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Aとは価値観が似ていると思う。
Aは私の気持ちを代弁してくれている。
Aに自分の姿を重ね合わせてみている。
Aは同じ世界にいると感じるから好きだ。
Aと私とは共通点があるのでうれしい。
Aにはとても親近感がわく。
Aにいろいろなことを教えてもらったり、
気づかされたりした。
Aの考え方に感銘を受けた。
??????????????????
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Aが流行するようになってから､好きになった。
Aはメジャーだから好きだ。
Aは世間一般に人気があるから好きだ。
マス・メディアなどでよく取り上げられているので、
Aに興味を持った。
有名になってからのAしか知らない。
Aが有名になる前から応援していた。
周囲に影響されて､Aを好きになった。
Aの人気がなくなったら興味がなくなると思う。
まわりの友達や家族につられて､Aを応援している。
Aは､その世界の主流だと思う。
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.034
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???????????????????????
?。?
Aのファンに出会うと､うれしくなる。
Aのﾌｧﾝ同士で盛り上がるのが楽しい。
Aの話題で友人と話を合わせることができる。
Aを通じて､人間関係が広がった。
Aが人気者でうれしい。
Aをもつとみんなに知ってもらいたい。
他のﾌｧﾝより自分の方がAに関して詳しいと、
優越感を感じる。
Aに悪いところがあっても､決して見捨てない。
?????????????? ?????????
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??????????????? ???》????????? ? ? ??????????
』?
????????? ?????。?????
』?
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.067
.046
.107
.026
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.238
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-.015
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-.064
.102
.029
.127
.080
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将来､Aのようになりたい。
Aのような生き方をしたい。
Aは､私にはとてもできないようなことをしているから、
好きだ。
Aにあこがれている。
Aをとても尊敬している。
Aの仕事に対する姿勢には､プロ意識を感じる。
Aの生き方は､かっこいいと思う。
Aが意欲的に仕事に取り組む姿が好きだ。
?????????? ? ? ????????? ???????? ? ???。?。??? -.237蹄
： ‘
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-.078
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Aが売れてしまったら､寂しい。
Aが有名になってしまうと､嫌だと思う。
他にAのことを好きなファンがいると､不愉快になる。
鰯2
識3
淋:1 1 $ . :
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060
102
025
､033
-.001
.128
113
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403
?????
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057
????????
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､114
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－．011
固有値 13.6247.705
寄与率 18.7010.60
累積寄与率 18.7029.20
※因子負荷戯の低かった2項目を除いた73項目で再度因子分析を行った。
2.493
3.40
42.90
2.175
3.㈹
45.80
1.987
2.70
48.60
1.835
2.50
51.10
4.103
5.60
34.80
3.362
4.60
39.40
愛・嫉妬・奉仕を示す『擬似恋愛感情』、第3因子は「Aの容姿はバランス
がとれていると思う」 「Aの外見は、私にとってとても魅力的だ」「A本人よ
りも作品に興味がある（逆転)」「Aの作品がよくなくても好きだ」などの作
品よりも本人、特に外見を重視する『外見的魅力』、第4因子は「Aは私の
気持ちを代弁してくれている」 「Aは同じ世界にいると感じるから好きだ」
｢Aに自分の姿を重ね合わせてみている」などの『同一視・類似性』、第5因
子は「Aのファンに出会うとうれしくなる」「Aの話題で友人と話を合わせ
ることができる」などの『ファン・コミュニケーション』、第6因子は「A
が流行するようになってから好きになった」 「Aはメジャーだから好きだ」
｢マス・メディアなどでよく取り上げられているので、Aに興味を持った」
などの『流行への同調』、第7因子は「将来、Aのようになりたい」「Aのよ
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うな生き方をしたい」 「Aを尊敬している」などの『尊敬．憧れ』、第8因子
は「Aが売れてしまったら寂しい」「Aが有名になってしまうと嫌だと思う」
｢他にAのことを好きなファンがいると不愉快になる」などの『流行への反
発・独占』と命名した。
先行研究で指摘されたファン心理の枠組みと参照すると、 『作品の評価』は
第1因子、 「本人への好意』の『好意』は第3 ． 4 ． 7因子、他方の『擬似恋
愛感情』は第2 ． 3因子（第2因子は双方に共通)、『流行意識』は第5 .
6 ． 8因子に該当すると考えられる。
各因子の尺度得点／項目数の単純集計はFiglに示す。中点3点よりも数値
が大きければ、その心理が強く、低ければ弱いことを表している。ファン心
理の主軸をなすと見られるのは『作品の評価』 『尊敬．憧れ』といえよう。一
方、 『擬似恋愛感情』や『流行への同調』 『流行への反発・独占』は低く、フ
アン自身は意識していないか、あるいは一部の層に特徴的な側面と考えられ
る。
5
4
3
2
〉
1
秋
Figl. ファン心理の各側面の尺度得点／項目数
3． ファン行動の分類
次に、Aに対する行動20項目について因子分析を行い（主因子法、
Promax回転)、固有値を参考に5因子構造と判断した(Table2)。第1因子
は、 「Aに関する情報は、 まめにチェックしている」 「Aが出演するテレビ番
組を必ず見る」 「Aが掲載されている雑誌を必ず買う」などの『情報収集』、
第2因子は、 「文具や小物など、Aのグッズを持ち歩いている」「Aにファン
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Table2.ファン行動の因子分析因子負荷行列（主因子法、Promax回転）
勅’ .,両唾姉魁雑｜橦倣行動｜官伝行動
Aに関する情報は､まめにチェックしている。
Aが出演するテレビ番組を必ず見る。
Aが掲載されている雑誌を必ず買う。
Aのファンクラブがあれば入会したい
（または､入会している)。
ｺﾝｻｰﾄ､試合､サイン会など、
Aに会える機会があれば､ぜひ行きたい。
Aが推薦したものは､すべて買う。
??????》???????????? ????????
-.048
-.161
.052
.093
.107
.280
??? ??? ?????
??
.063
.143
-.174
.210
.192
-.133
文具や小物など､Aのグッズを持ち歩いている。
Aにファンレターを書いたり､ブﾚビﾝﾄを
贈ったりする。
Aの｢追っかけ｣をしている。
ポスター､文具､小物など､Aのグッズを
買っている。
愚鎚
ﾙﾘﾘﾙi
〃83
芯溌
j:差:
息瀦
??????????』?? ??????????
?。
?????? ????? ?
Aの作品(CD･本･ビデオなど)は､必ず買う。
Aの作品(CD･本･ビデオ･カセットなど)を
友達にあげたり､貸したりする。
暇さえあれば､Aの作品(音楽･本･演技・
プレーなど)を見たり聴いたり読んだりしている。
Aの作品(CD･本など)を持ち歩いている。
??????????????????? ????????
??
?』 108
031
025
095
????? ?
Aのファッションや作風を真似している。
Aの作品(音楽･本･プレーなど)を手本に、
真似たり､練習したりしている。
Aと同じような言葉通いや話し方になってきた。
Aと同じものを持っている。
846
:¥:,H
匁鯛
: ::手: i
,549
』 二･･･』.4 :
難鎚
-.015
.118
-.005
.020
-.027
-.011
.068
-.031
????? ?
､023
.043
-.095
.018
友達や家族に､AやAの作品のことを
積極的に宣伝している。
お店にAに関するものがあれば、
目立つように置きたくなる。
??????????
153
253
116
050
040
020
固有値
寄与率
累積寄与率
1.006
5．0
62．5
6.969
34．8
34．8
1.738
8．7
43．5
1.578
7．9
51．4
1.211
6．1
57．5
レターを書いたり、プレゼントを贈ったりする」 「Aの『追っかけ』をしてい
る」などの『熱狂行動』、第3因子は「Aの作品(CD・本・ビデオなど）は、
必ず買う」「Aの作品(CD･本・ビデオ・カセットなど）を友達にあげたり、
貸したりする」 「暇さえあれば、Aの作品（音楽・本・演技・プレーなど）を
見たり聴いたり読んだりしている」などの『作品の収集・鑑賞』、第4因子は
｢Aのファッションや作風を真似している」「Aの作品（音楽・本・プレーな
ど）を手本に、真似たり、練習したりしている」 「Aと同じような言葉遣いや
話し方になってきた」などの『模倣行動』、第5因子は「友達や家族に、Aや
Aの作品のことを積極的に宣伝している」「お店にAに関するものがあれば、
目立つように置きたくなる」の『宣伝行動』と命名した。
各行動の尺度得点／項目数の単純集計をFig.2に示す。中点3点よりも数
値が大きければ、その行動が多く、低ければ少ないことを表している。全般
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にいずれの行動も得点が低いが、特に『熱狂行動』 「模倣行動』はほとんど行
われていない。ファンの実際の行動は中程度の『情報収集』 『作品の収集・鑑
賞』が中心であるといえよう。 『熱狂行動』 『模倣行動』は、回答者である一
般の大学生にとってはなじみがないか、あるいは一部のファン層にのみ特徴
的な行動である可能性が考えられる。
5
4
3
2
1
TFig2･フアン行動の尺度得点／項目数
4． ファン心理とファン行動の関連
ファン行動の5因子を目的変数、 ファン心理の8因子を説明変数とする重
回帰分析（強制投入法）をそれぞれ行った(Table3)。以下、ファン心理の8
因子に基づいて解釈していこう。
（1 ）作品の評価
作品を評価しているファンは、積極的にメディアやファンクラブから情報
を収集し、作品を鑑賞し、周囲にも宣伝しているが、 『熱狂行動』 『模倣行動』
とは関連がない。純粋に作品を楽しむファンといえよう。
（2）擬似恋愛感情
ファン対象に擬似恋愛感情を抱いているファンは、情報を収集し、 「追っか
け」などの熱狂的な行動をとるが、 『作品の収集・鑑賞』 『模倣行動』 『宣伝行
動』とは関連のないところが特徴的である。すなわち、 ファン対象本人との
心理的な擬似交流が中心で、楽曲や演技やプレーには関心の高くないファン
である。
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（3）外見的魅力
外見に魅力を感じているファンは、 『情報収集』のみを行う。テレビや雑誌
などのメディアを通じて、表面的に外見の美しさを鑑賞するだけの淡白なフ
ァンといえよう。
（4）同一視・類似性
ファン対象を同一視し、親近感を抱くファンは、 『宣伝行動』以外のすべて
の行動をとる。情報を収集し、作品を鑑賞し、熱狂的な行動もとる。
（5）流行への同調
流行に同調したファンは、 『情報収集』や『作品の収集・鑑賞』を行わない。
これらの主要なファン行動をとらないということは、すなわち、ファン対象
本人や作品の内容もよく知らないまま、周囲やメディアのブームに乗っただ
けの「にわかファン」であるといえよう。
（6）ファン・コミュニケーション
ファン同士の交流を楽しむファンは、 『模倣行動』以外のすべての行動をと
る。このファンは、情報を収集し、作品を鑑賞し、熱狂し、宣伝する。この
ファンは、模倣することで自分が「ファン対象」に成り代ろうとはあまり考
えておらず、 1つの「ファン対象」をファン同士で共有することに喜びを見
出しているファンである。
（7）尊敬．憧れ
他のファン心理がすべて『情報収集』に関わっていたのに対して、 『尊敬．
憧れ』は『情報収集』とは関連がなく、一方『模倣行動』との関連が強いこ
とが特徴的である。また、 『宣伝行動」も行わない。ファン対象に『尊敬．憧
れ』を抱くファンは、ファン対象を周囲と共有することを嫌い、ファン対象
との1対1の関係を重視し、生き方の手本として崇拝していると考えられる。
1対不特定多数の関係を前提とする『ファン・コミュニケーション』と対照
的である。
（8）流行への反発・独占
流行に反発し、 ファン対象を独占したいと望むファンは、情報を収集し、
『熱狂行動』と『模倣行動』をとることが特徴的である。 『作品の収集・鑑賞』
とは関連がないことから、必ずしも作品とは関わりがない。すなわち、作品
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ではなく、ファン対象本人への執着・固執の感情といえよう。『擬似恋愛感情』
と類似しているが、 『擬似恋愛感情』は『模倣行動』とは関連がなかったこと
から、 『流行への反発・独占』の方がよりファン対象への懸依傾向が強いと考
えられる。
Table3．ファン心理とファン行動の重回帰分析
ま とめ
本研究では、量的データによって、ファン心理とファン行動を分類するこ
とに主眼を置いた。ファン心理は『作品の評価』 『擬似恋愛感情』 『外見的魅
力』 『同一視・類似性』 『流行への同調』 『ファン・コミュニケーション』 「尊
敬．憧れ』 『流行への反発・独占』の8側面に分類されること、 また、ファン
心理の主軸となっているのは『作品の評価』 『尊敬．憧れ』であることが明ら
かになった。
ファン行動は『情報収集』 『熱狂行動』 『作品の収集・鑑賞』 「模倣行動』
『宣伝行動』の5つに分類され、そのうち『情報収集』と『作品の収集・鑑賞』
が主要なファン行動であることがわかった。
ファン心理とファン行動の関連を見てみると、テレビや雑誌などのメディ
アやファンクラブなどから情報を得る「情報収集』は、おおよそどのファン
心理の側面とも関連があり、 もっとも一般的なファン行動と考えられる。一
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情報収集 熱狂行動 作品の収集･鑑賞 模倣行動 宣伝行動
作品の評価
擬似恋愛感情
外見的魅力
同一視･類似性
流行への同調
ﾌｧﾝ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
尊敬．憧れ
流行への反発･独占
.162***
､260＊*＊
､084＊
､089＊
-.154***
､297＊*＊
､042
.081*
ー
●001
､298
4■■
●011
.168
ー
●051
､195
‐
●014
､126
＊＊＊
＊＊
＊＊＊
＊＊
､286
.053
ー
●041
､281
ー
●152
､183
■■
●068
.036
＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊
＊＊＊
､043
????017
071
､434
.023
.066
.266
.107
＊＊＊
＊＊＊
＊＊
､207
.033
.015
.081
‐
●027
､409
ー
●110
､051
＊＊＊
＊＊＊
＊
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方、特定の心理とのみ関連が見られた「熱狂行動』 『模倣行動』は、ファン対
象本人への感情移入や瀝依が、 『作品の収集・鑑賞』 『宣伝行動』は、 ファン
対象本人よりも作品自体の評価や、周囲との共有が動因となっていると推測
される。
今後の課題
1 ． ファン心理の比較
小城（2002）では、ファン対象の職業によって、ファン心理が異なる可能
性が示唆されている。例えば、 『ミュージシャン』の場合は「作品の評価』、
『スポーツ選手』の場合は『尊敬．憧れ』、 『俳優』や『アイドル』の場合は
『外見的魅力』 『擬似恋愛感情』が強いなどである。今後の分析課題として、
ファン対象の職業や、ファン対象とファンの性別の組み合わせによるファン
心理の比較が挙げられる。
2． ファン層の分類
フアン心理8因子、フアン行動5因子、フアン対象の職業、性別などの組
み合わせによって、ファン層を分類することも可能であろう。川上・電通メ
ディア社会プロジェクト (1999)は、流行の火付け役となる情報イノベータ
ーについて調査を行っているが、消費行動や情報行動などに基づいてクラス
ター分析を行い、イノベーターの中でも、 さらに下位の層に分類できること
を示している。例えば、あらゆる消費生活の局面でリーダーシップを発揮す
る「スーパー・イノベーター｣、飲食の領域に関心の高い「ダイニング・イノ
ベーター｣、遊びに積極的な「レクリエーテイブ・イノベーター」などである。
ファンも同様に、 「作品を楽しむだけのライト ・ファン層」 「異性のアイドル
に擬似恋愛感情を抱き、本人に対して熱狂するバーチャル恋愛・ファン層」
｢ミュージシャン本人に心酔し、想依するデイープ・ファン層」「ブームに乗
っただけのミーハー・ファン層」など、いくつかの下位層に分類できると考
えられる。本研究の発展として、前項の「ファン心理の比較」と共に、次回
へ譲りたい。
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3． ファン動機とファン歴
本研究では、ファンになったきっかけ（ファン動機)、ファンになってから
の期間（ファン歴）を尋ねていないが、いずれもファン心理を解明するのに
重要な変数であると考えられる。
小城（2002）では、ファン動機がおおよそ「マス・メディアの影響」と
｢家族や友人など周囲からの影響」に二分されることを見出しているが、この
結果はパーソナル・コミュニケーションによる影響力の強さを指摘した「コ
ミュニケーションの二段階の流れ仮説」 (Katz&Lazarsfeldl955)にも合致
し得る、興味深い知見である。また、流行は短期間で終息することから、ブ
ームに関係のない「コアなファン層」とブームに乗っただけの「にわかファ
ン層」とを区別するために、ファン歴は必要な変数である。今後は、ファン
動機とファン歴を盛り込んだ調査が必須である。
4．母集団の拡大
関西大学社会学部社会調査室（1989）や井上・松井(1998)では、思春期
にある中高生の方がミュージシャンやアイドルへの感情移入や葱依傾向が強
く、大学生になるとファン心理がやや希薄になることが指摘されている。本
研究では、 『擬似恋愛感情」や『熱狂行動』 『模倣行動』などが低かったが、
大学生を対象とした調査であったため、このような思春期に顕著な感情移入
や瀝依傾向からはすでに脱却していた可能性がある。中高生を対象とした調
査を行うことで、 ファン対象本人への心理的な擬似交流をより明確に解明で
きると考えられる。
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